
本 づくり応 援 マガジン

自費出版サロンゆるり TEL：095‐828‐1790
「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ施設に無料で配布しています。

■大浦天主堂　長崎市南山手　2018年7月　世界文化遺産登録「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

詩
人・画
家

今
村
冬
三

「
そ
れ
ぞ
れ
の
足
跡
を
」

長崎と天草地方の
潜伏キリシタン
関連遺産

構成資産位置図

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産インフォメーションセンター

【所在地】 長崎県長崎市出島町1-1-205 （出島ワーフ2F）

【メール】 ｃｈ-info@kyoukaigun.jp　【ホームページ】 http://kyoukaigun.jp/  
095-823-7650（9：30～17：30）

教会群インフォメーションセンター 検索検索

野崎島の集落跡
（旧野首教会） 黒島の集落

（黒島天主堂）

平戸の聖地と集落（中江ノ島）
平戸市 松浦市

佐世保市

西海市

諫早市長崎市

雲仙市

島原市

南島原市

平戸の聖地と
集落（春日集落と安満岳）

頭ヶ島の集落
（頭ヶ島天主堂）

原城跡

外海の出津集落
（出津教会）

大浦天主堂

外海の
大野集落
（大野教会）

奈留島の江上集落
（江上天主堂とその周辺）

天草の﨑津集落
（﨑津教会）

久賀島の集落
（旧五輪教会）

長崎県

熊本県

佐賀県

五島市

天草市

大村市

出津教会

大野教会

絵
手
紙
集 

「
時
満
ち
て
」 
林 
桂
子

川
柳 

「
草
笛
」 

塚
本 

禧
子

画
集 

「
真
実
一
路
」 

原 

正
好

追
悼
遺
稿
集 

「
若
葉
に
な
り
て
」 

寺
田 

隆
士

エ
ッ
セ
イ
集 

「
か
け
が
え
の
な
い
日
々 

第
4・5
章
」 
田
添 

京
子

回
顧
録 

「
あ
な
た
と
歩
け
ば
」 

松
本 

文
子

12頁｜自費出版サロンゆるり

追
悼
企
画

日本におけるキリスト教は、1549年の伝来と繁栄、長期にわたる
禁教と潜伏、劇的な復活という注目すべき経過をたどりました。
こうした歴史を人類の遺産として残すべく、2008年にユネスコの
世界遺産文化遺産暫定一覧表に「長崎の教会群とキリスト教
関連遺産」として掲載されました。その後、専門機関の意見など
を反映して「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」と名
称を変更し、2018年に正式登録されました。全12資産の中に、
国宝大浦天主堂をはじめ長崎大司教区の8教会（廃止2教会を
含む）が構成資産として含まれています。

野崎島の集落跡
（旧野首教会）

頭ヶ島の集落
（頭ヶ島天主堂）
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Spring 苦
労
の
後
に
は

　喜
び
も
あ
る

春
の
野
山
は

　今

　花
ざ
か
り

す
み
れ

　た
ん
ぽ
ぽ

　桜
の
花
よ

ふ
り
向
け
ば

　ふ
る
里
が
あ
る

　ふ
る
里
が
あ
る

あ
ゝ

　我
が
人
生
に

　あ
り
が
と
う

Summer 苦
労
の
後
に
は

　喜
び
も
あ
る

夏
の
海
原

　今

　輝
い
て

世
界
の
果
て
ま
で
続
い
て
る

ふ
り
向
け
ば

　友
が
い
る

　友
が
い
る

あ
ゝ

　我
が
人
生
に

　あ
り
が
と
う

Autumn 苦
労
の
後
に
は

　喜
び
も
あ
る

秋
の
野
山
は

　今

　彩
映
え
て

い
つ
か
大
地
に
落
葉
す
る

ふ
り
向
け
ば

　夢
が
あ
る

　夢
が
あ
る

あ
ゝ

　我
が
人
生
に

　あ
り
が
と
う

苦
労
の
後
に
は

　喜
び
も
あ
る

冬
の
野
山
は

　今

　銀
世
界

寒
さ
に
耐
え
て

　春
を
待
つ

ふ
り
向
け
ば

　想
い
出
な
つ
か
し
く

　想
い
出
な
つ
か
し
く

あ
ゝ

　我
が
人
生
に

　あ
り
が
と
う

Winter

■判型：210×210
■頁数：68頁
■製本：ガンダレ製本
■定価：非売品

■判型：Ｂ6判
■頁数：226頁
■製本：ガンダレ製本
■定価：非売品

絵
手
紙
集

●
昭
和
十
一
年

福
岡
県
朝
倉
郡
立
石
村
頓
田
（
現
在

の
朝
倉
市
頓
田
）
に
生
ま
れ
る

●
昭
和
二
十
二
年

朝
倉
書
道
会
に
入
会
（
小
学
五
年
生

よ
り
）
し
、
書
に
親
し
む
（
高
校
ま

で
所
属
）

●
昭
和
二
十
九
年

福
岡
県
立
朝
倉
高
等
学
校
卒
業
　福

岡
銀
行
に
就
職
、
甘
木
支
店
勤
務

●
昭
和
三
十
一
年

結
婚
の
為
、
退
職
（
結
婚
後
に
福
岡

市
に
移
り
住
む
）

●
昭
和
四
十
年
〜
平
成
十
一
年

内
科
医
の
夫
が
開
業
の
た
め
、
医
療

事
務
と
家
事
に
多
忙
な
日
々
を
送
る

（
平
成
十
五
年 

夫
が
逝
去
）

●
平
成
十
七
年

ハ
ガ
キ
絵
教
室
に
通
い
始
め
る

●
平
成
十
八
年

俳
句
の
会
に
入
会
し
、
句
作
り
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る

ハガキ絵教室での作者 句集 水琴抄

季
節
を
愛
で
る
作
品
の
数
々
を

　
ふ
る
さ
と
を
、
家
族
を
、
友
を
、
自
然
を
愛
し
た
林
桂
子
さ
ん
。
幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
や
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
林
さ
ん
は
、
開
業
医
の
夫
を
し
っ
か
り
支
え
な
が
ら
、

子
ど
も
を
育
て
あ
げ
、
少
し
時
間
に
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ハ
ガ
キ
絵
や
俳
句

に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
は
る
、
な
つ
、
あ
き
、
ふ
ゆ
、
四
季
折
々
の
気
持
ち
を
絵
に
、
言
葉
に
託
し
た
作
品
か
ら

は
、
や
さ
し
く
あ
た
た
か
な
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
見
る
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
二
十
五
（
二
○
一
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
「
句
集 

水
琴
抄
」
に
続
く
待
望
の

二
冊
目
で
、
タ
イ
ト
ル
は
娘
さ
ん
に
付
け
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

えんどう豆菜の花トルコギキョウ

ザクロ

ブルーベリー

力合わせて クリ

フキノトウ シクラメンスズメ

著
者
略
歴

Keiko Hayashi

Yururi 37｜0203｜Yururi 37
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川

　柳

折
々
の
想
い
を
詠
み
伝
え
て

画

　集

お
父
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

 

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

台
風
に
見
放
さ
れ
た
か
水
事
情

メ
ラ
メ
ラ
と
暴
力
的
な
日
々
猛
暑

暴
走
車
児
童
の
上
を
ジ
ャ
ン
プ
す
る

国
の
債
務
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
真
価
問
う

 

平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年

海
山
の
恵
み
和
食
に
盛
る
文
化

ア
ス
リ
ー
ト
の
技
に
感
動
国
を
越
え

歴
然
の
差
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
期
待
散
る

救
助
難
航
生
死
を
分
け
た
泥
の
海

 

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年

国
体
世
代
夢
は
五
輪
へ
飛
翔
す
る

公
会
堂
惜
し
ま
れ
消
え
る
世
の
移
り

ス
マ
ホ
依
存
病
は
重
く
個
の
世
界

問
題
児
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
を
迫
ら
れ
る

 

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年

南
方
の
魚
も
し
び
れ
る
大
寒
波

繁
忙
時
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
空
の
足

暴
論
の
ト
ラ
ン
プ
世
論
敵
に
す
る

湧
き
上
が
る
闘
争
心
で
カ
ー
プ
燃
ゆ

 

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

い
じ
め
貧
困
無
く
す
対
策
急
が
ね
ば

回
避
な
る
か
軍
事
衝
突
緊
迫
す

二
十
五
年
退
き
際
の
美
か
ア
ム
ロ
ロ
ス

核
廃
を
説
く
I
C
A
N
へ
平
和
賞

 

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

県
庁
舎
快
適
便
利
事
始
め

改
ざ
ん
と
隠
蔽
暴
露
政
治
シ
ョ
ー

イ
チ
ロ
ー
か
ら
人
気
交
替
オ
ー
タ
ニ
サ
ン

ア
メ
フ
ト
の
日
大
謝
罪
火
に
油

　
警
察
官
と
し
て
凛
々
し
く
正
し
く
生
き
て
こ

ら
れ
、
退
職
後
は
絵
を
描
い
た
り
手
品
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
原

正
好
さ
ん
。
得
意
だ
っ
た
宝
船
の
絵
や
美
人
画

に
思
い
出
の
写
真
と
お
子
様
た
ち
の
思
い
を
加

え
て
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
画
集
が
仕
上
が
り
ま

し
た
。
ご
家
族
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
ま
え
が
き
よ
り
】

　
二
十
五
回
忌
の
そ
の
年
、
父
は
私
達
き
ょ
う
だ
い
に
大
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
く
れ
た
。

　
な
ん
と
、
今
か
ら
四
十
二
年
前
の
父
の
日
記
と
百
数
十
枚
に

も
上
る
画
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
見
つ
か
っ
た
の
だ
。

　
父
の
得
意
と
す
る
宝
船
。
原
家
や
子
や
孫
の
平
安
を
祈
り
、

幸
多
か
れ
と
描
き
続
け
た
五
十
枚
を
超
え
る
宝
船
は
、
柔
ら
か

な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
た
。
実
家
に
帰
る
と
、
い
つ
も
玄
関
で

宝
船
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
。

　
宝
船
の
次
に
多
い
の
が
、
歌
麿
や
写
楽
な
ど
の
美
人
画
の
模

写
で
あ
る
。
彩
り
に
変
化
を
持
た
せ
、
何
枚
も
同
じ
美
人
画
を

描
き
続
け
た
父
。
ま
る
で
写
経
か
写
仏
か
の
ご
と
く
、
一
心
不

乱
に
画
を
描
く
父
の
姿
を
、
そ
こ
に
見
た
思
い
が
す
る
。

　
偉
大
な
父
の
存
在
だ
っ
た
。
私
達
き
ょ
う
だ
い
は
こ
れ
か
ら

も
父
の
後
ろ
姿
に
学
び
、
追
い
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
母
が
生
き
た
証
を
歌
集
に
込
め
た
。
父
が
生
き
た

証
を
画
集
に
込
め
た
い
と
思
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
父
や
母
が
生
き
た
証
は
私
達
き
ょ
う
だ
い
の
存

在
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
…
。

原正好さんの妻 原マチヱさん（97歳）が平成
25年と平成26年に出した歌集
｢百歳の柴田トヨさんが詩集を出されたことを
知り、私も作ってもらいたいなあとの思いを
強くしたのでございます｣

■判型：Ｂ5判
■頁数：32頁
■製本：ガンダレ製本
■定価：非売品

真
実
一
路

塚 

本   

　

 

子

原
　
正 
好

Yoshiko Tsukam
oto

M
asayoshi H

ara

　
社
会
・
経
済
の
急
激
な
流
れ
に
身
を
寄
せ
、
新
聞
・
T
V
に

関
心
を
寄
せ
、
時
事
川
柳
を
詠
み
、
長
崎
新
聞
に
投
稿
す
る
よ

う
に
な
り
、
選
者
各
位
の
選
句
を
仰
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

と
い
う
塚
本
　
子
さ
ん
。

　
本
の
タ
イ
ト
ル
「
草
笛
」
に
原
爆
被
爆
者
な
が
ら
長
寿
を
賜
っ

た
感
謝
を
込
め
て
、
夢
の
実
現
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
明
治
生
ま
れ
の
厳
格
な
お
父
様
と
明
治
の
女
性
そ
の
も
の

だ
っ
た
お
母
様
の
も
と
で
お
育
ち
に
な
っ
た
と
い
う
、
聡
明
で

正
義
感
が
強
い
方
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
よ
う
な
作
品
の

数
々
。
書
き
溜
め
た
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
を
集
め
て
、
六
年
分

が
一
冊
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
七
五
音
の
リ
ズ
ム
で
、
普
通
は
見
逃
し
が
ち
な
、
人
事
・

世
相
・
歴
史
な
ど
の
断
面
を
お
も
し
ろ
く
指
摘
し
て
み
せ
る
句

風
で
、
時
代
の
流
れ
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

■判型：Ａ5判
■頁数：98頁
■製本：ガンダレ製本
■定価：非売品
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川

　柳

折
々
の
想
い
を
詠
み
伝
え
て

画

　集

お
父
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

 

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

台
風
に
見
放
さ
れ
た
か
水
事
情

メ
ラ
メ
ラ
と
暴
力
的
な
日
々
猛
暑

暴
走
車
児
童
の
上
を
ジ
ャ
ン
プ
す
る

国
の
債
務
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
真
価
問
う

 

平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年

海
山
の
恵
み
和
食
に
盛
る
文
化

ア
ス
リ
ー
ト
の
技
に
感
動
国
を
越
え

歴
然
の
差
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
期
待
散
る

救
助
難
航
生
死
を
分
け
た
泥
の
海

 

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年

国
体
世
代
夢
は
五
輪
へ
飛
翔
す
る

公
会
堂
惜
し
ま
れ
消
え
る
世
の
移
り

ス
マ
ホ
依
存
病
は
重
く
個
の
世
界

問
題
児
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
を
迫
ら
れ
る

 

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年

南
方
の
魚
も
し
び
れ
る
大
寒
波

繁
忙
時
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
空
の
足

暴
論
の
ト
ラ
ン
プ
世
論
敵
に
す
る

湧
き
上
が
る
闘
争
心
で
カ
ー
プ
燃
ゆ

 

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

い
じ
め
貧
困
無
く
す
対
策
急
が
ね
ば

回
避
な
る
か
軍
事
衝
突
緊
迫
す

二
十
五
年
退
き
際
の
美
か
ア
ム
ロ
ロ
ス

核
廃
を
説
く
I
C
A
N
へ
平
和
賞

 

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年

県
庁
舎
快
適
便
利
事
始
め

改
ざ
ん
と
隠
蔽
暴
露
政
治
シ
ョ
ー

イ
チ
ロ
ー
か
ら
人
気
交
替
オ
ー
タ
ニ
サ
ン

ア
メ
フ
ト
の
日
大
謝
罪
火
に
油

　
警
察
官
と
し
て
凛
々
し
く
正
し
く
生
き
て
こ

ら
れ
、
退
職
後
は
絵
を
描
い
た
り
手
品
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
原

正
好
さ
ん
。
得
意
だ
っ
た
宝
船
の
絵
や
美
人
画

に
思
い
出
の
写
真
と
お
子
様
た
ち
の
思
い
を
加

え
て
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
画
集
が
仕
上
が
り
ま

し
た
。
ご
家
族
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
ま
え
が
き
よ
り
】

　
二
十
五
回
忌
の
そ
の
年
、
父
は
私
達
き
ょ
う
だ
い
に
大
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
く
れ
た
。

　
な
ん
と
、
今
か
ら
四
十
二
年
前
の
父
の
日
記
と
百
数
十
枚
に

も
上
る
画
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
見
つ
か
っ
た
の
だ
。

　
父
の
得
意
と
す
る
宝
船
。
原
家
や
子
や
孫
の
平
安
を
祈
り
、

幸
多
か
れ
と
描
き
続
け
た
五
十
枚
を
超
え
る
宝
船
は
、
柔
ら
か

な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
た
。
実
家
に
帰
る
と
、
い
つ
も
玄
関
で

宝
船
が
私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
。

　
宝
船
の
次
に
多
い
の
が
、
歌
麿
や
写
楽
な
ど
の
美
人
画
の
模

写
で
あ
る
。
彩
り
に
変
化
を
持
た
せ
、
何
枚
も
同
じ
美
人
画
を

描
き
続
け
た
父
。
ま
る
で
写
経
か
写
仏
か
の
ご
と
く
、
一
心
不

乱
に
画
を
描
く
父
の
姿
を
、
そ
こ
に
見
た
思
い
が
す
る
。

　
偉
大
な
父
の
存
在
だ
っ
た
。
私
達
き
ょ
う
だ
い
は
こ
れ
か
ら

も
父
の
後
ろ
姿
に
学
び
、
追
い
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
母
が
生
き
た
証
を
歌
集
に
込
め
た
。
父
が
生
き
た

証
を
画
集
に
込
め
た
い
と
思
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
父
や
母
が
生
き
た
証
は
私
達
き
ょ
う
だ
い
の
存

在
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
…
。

原正好さんの妻 原マチヱさん（97歳）が平成
25年と平成26年に出した歌集
｢百歳の柴田トヨさんが詩集を出されたことを
知り、私も作ってもらいたいなあとの思いを
強くしたのでございます｣
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寺
田 

隆
士 

追
悼
遺
稿
集

■判型：A5判
■頁数：518頁
■製本：上製本
■定価：非売品

昭
和
22
年
11
月
26
日

　島
原
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
41
年
3
月

　
　
　長
崎
県
立
島
原
高
等
学
校
卒
業

昭
和
45
年
5
月

　
　
　東
京
大
学
文
学
部
宗
教
史
学
科
卒
業

昭
和
45
年
6
月

　
　
　長
崎
県
立
五
島
南
高
等
学
校
助
教
諭
・
教
諭

昭
和
52
年
4
月

　
　
　長
崎
県
立
口
加
高
等
学
校
教
諭

昭
和
62
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
庁
教
職
員
課
管
理
主
事

平
成
3
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
庁
教
職
員
課
主
任
管
理
主
事

平
成
4
年
4
月

　
　
　長
崎
県
立
諫
早
高
等
学
校
教
頭

　

平
成
6
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
庁
学
校
教
育
課
参
事

　

平
成
7
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
庁
総
務
課
企
画
広
報
班
参
事

　
　

平
成
9
年
4
月

　
　
　長
崎
県
立
島
原
高
等
学
校
校
長

　

平
成
13
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

平
成
15
年
4
月

　
　
　長
崎
県
立
長
崎
東
高
等
学
校
校
長

平
成
15
年
8
月

　
　
　長
崎
県
立
長
崎
東
中
学
校
校
長
兼
務

平
成
19
年

　
　
　
　
　文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　

平
成
20
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　

平
成
23
年
3
月

　
　
　長
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
退
職

平
成
25
年
6
月

　
　
　諫
早
市
立
図
書
館
長

　

平
成
27
年
10
月
22
日

　永
眠

デスクにて

偉
大
な
人
生
を
後
世
へ
と

　
長
崎
県
の
教
育
界
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
重
ね
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
て
き
た

寺
田 

隆
士
さ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
三
年
、
ま
だ
悲
し
み
も
癒
え
ぬ
中
、
奥
様
と
娘
さ

ん
が
故
人
の
た
め
の
追
悼
集
を
と
思
い
立
た
れ
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
て
い
た
多
く
の
文
章
を
ま
と
め
、
ご
家
族
の
言
葉
と
思
い
出
の
写
真
も
添
え
て

仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
を
愛
し
、
人
を
愛
し
た
、
寺
田
さ
ん
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
素
晴
ら
し
い
一
冊
で
す
。
ご
家
族
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最初の赴任地　五島南高校にて別府・九重旅行高千穂峡にて

海外研修旅行 プラハにて

長崎東高校 中国修学旅行

　夫
が
旅
立
っ
て
早
く
も
三
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時

間
は
悲
し
み
を
癒
し
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
気
持
ち
が
落
ち
着
い

た
ら
夫
の
部
屋
を
片
付
け
な
け

れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
未
整
理

の
書
類
や
書
籍
が
積
み
上
げ
ら

れ
た
ま
ま
で
す
。
時
が
経
て
ば

経
つ
ほ
ど
、
夫
が
遺
し
た
物
に

思
い
が
つ
の
り
、
使
い
か
け
の

消
し
ゴ
ム
や
箸
袋
の
裏
に
走
り

書
き
し
た
メ
モ
な
ど
も
捨
て
き

れ
ず
に
い
ま
す
。
で
も
自
分
の

感
傷
の
た
め
に
こ
の
ま
ま
で
い

て
は
申
し
訳
な
い
と
思
い
始
め

ま
し
た
。
人
を
愛
し
、
命
を
愛

し
、
そ
の
情
熱
を
教
育
に
注
い

だ
夫
の
思
い
を
一
部
で
も
形
に

し
て
墓
前
に
供
え
る
の
は
、
私

の
務
め
だ
と
思
い
、
娘
と
相
談

し
て
追
悼
集
を
出
す
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　た
だ
夫
が
亡
く
な
っ
て
三
年

も
経
ち
ま
す
の
で
、
家
族
以
外

の
方
々
に
夫
を
偲
ぶ
言
葉
を
い

た
だ
く
の
も
憚
ら
れ
、
中
味
の

ほ
と
ん
ど
が
夫
の
思
い
を
ま
と

め
た
遺
稿
集
の
よ
う
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
の
文

章
も
式
辞
、
挨
拶
文
な
ど
数
が

多
く
、
私
の
手
元
に
あ
る
の
は

デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い
手
書

き
の
下
書
き
等
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
の
思
い

の
も
と
で
選
ん
だ
も
の
で
、
日

常
の
夫
の
姿
を
思
い
出
さ
せ
る

文
章
や
孫
の
桜
香
が
高
校
生
に

な
っ
た
時
、
祖
父
の
思
い
を
理

解
し
、
指
針
に
な
る
よ
う
な
内

容
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
夫

に
は
満
足
し
て
も
ら
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
目
に
見

て
許
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　皆
様
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
、
追
悼
集
を
夫
に
捧

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　寺
田
眞
智
子

ま
え
が
き
よ
り

ひ
ら
ひ
ら
と

散
ゆ
く
花
の
　
あ
し
た
に
は

ゆ
る
る
日
ざ
し
の
　
若
葉
生
ま
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
士

　夫
が
高
校
三
年
生
の
春
に
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　五
十
年
を
経
て
も
な
お
私
の
心
に
生
き
続
け
て
い
る
歌
で
す
。

　追
悼
集
の
表
題
を
決
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
「
桜
散
り
て
」
な

ど
も
考
え
ま
し
た
が
、
い
つ
も
前
向
き
だ
っ
た
夫
で
し
た
の
で
、

「
若
葉
に
な
り
て
」
と
し
ま
し
た
。

旅の途中

Takashi Terada

著
者
略
歴
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受
賞

　

平
成
20
年
4
月

　
　
　長
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　

平
成
23
年
3
月

　
　
　長
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
退
職

平
成
25
年
6
月

　
　
　諫
早
市
立
図
書
館
長

　

平
成
27
年
10
月
22
日

　永
眠

デスクにて

偉
大
な
人
生
を
後
世
へ
と

　
長
崎
県
の
教
育
界
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
重
ね
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
て
き
た

寺
田 

隆
士
さ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
三
年
、
ま
だ
悲
し
み
も
癒
え
ぬ
中
、
奥
様
と
娘
さ

ん
が
故
人
の
た
め
の
追
悼
集
を
と
思
い
立
た
れ
ま
し
た
。

　
残
さ
れ
て
い
た
多
く
の
文
章
を
ま
と
め
、
ご
家
族
の
言
葉
と
思
い
出
の
写
真
も
添
え
て

仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
を
愛
し
、
人
を
愛
し
た
、
寺
田
さ
ん
の
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
素
晴
ら
し
い
一
冊
で
す
。
ご
家
族
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最初の赴任地　五島南高校にて別府・九重旅行高千穂峡にて

海外研修旅行 プラハにて

長崎東高校 中国修学旅行

　夫
が
旅
立
っ
て
早
く
も
三
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時

間
は
悲
し
み
を
癒
し
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
気
持
ち
が
落
ち
着
い

た
ら
夫
の
部
屋
を
片
付
け
な
け

れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
未
整
理

の
書
類
や
書
籍
が
積
み
上
げ
ら

れ
た
ま
ま
で
す
。
時
が
経
て
ば

経
つ
ほ
ど
、
夫
が
遺
し
た
物
に

思
い
が
つ
の
り
、
使
い
か
け
の

消
し
ゴ
ム
や
箸
袋
の
裏
に
走
り

書
き
し
た
メ
モ
な
ど
も
捨
て
き

れ
ず
に
い
ま
す
。
で
も
自
分
の

感
傷
の
た
め
に
こ
の
ま
ま
で
い

て
は
申
し
訳
な
い
と
思
い
始
め

ま
し
た
。
人
を
愛
し
、
命
を
愛

し
、
そ
の
情
熱
を
教
育
に
注
い

だ
夫
の
思
い
を
一
部
で
も
形
に

し
て
墓
前
に
供
え
る
の
は
、
私

の
務
め
だ
と
思
い
、
娘
と
相
談

し
て
追
悼
集
を
出
す
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　た
だ
夫
が
亡
く
な
っ
て
三
年

も
経
ち
ま
す
の
で
、
家
族
以
外

の
方
々
に
夫
を
偲
ぶ
言
葉
を
い

た
だ
く
の
も
憚
ら
れ
、
中
味
の

ほ
と
ん
ど
が
夫
の
思
い
を
ま
と

め
た
遺
稿
集
の
よ
う
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
の
文

章
も
式
辞
、
挨
拶
文
な
ど
数
が

多
く
、
私
の
手
元
に
あ
る
の
は

デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い
手
書

き
の
下
書
き
等
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
の
思
い

の
も
と
で
選
ん
だ
も
の
で
、
日

常
の
夫
の
姿
を
思
い
出
さ
せ
る

文
章
や
孫
の
桜
香
が
高
校
生
に

な
っ
た
時
、
祖
父
の
思
い
を
理

解
し
、
指
針
に
な
る
よ
う
な
内

容
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
夫

に
は
満
足
し
て
も
ら
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
目
に
見

て
許
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　皆
様
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
、
追
悼
集
を
夫
に
捧

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　寺
田
眞
智
子

ま
え
が
き
よ
り

ひ
ら
ひ
ら
と

散
ゆ
く
花
の
　
あ
し
た
に
は

ゆ
る
る
日
ざ
し
の
　
若
葉
生
ま
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
士

　夫
が
高
校
三
年
生
の
春
に
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　五
十
年
を
経
て
も
な
お
私
の
心
に
生
き
続
け
て
い
る
歌
で
す
。

　追
悼
集
の
表
題
を
決
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
「
桜
散
り
て
」
な

ど
も
考
え
ま
し
た
が
、
い
つ
も
前
向
き
だ
っ
た
夫
で
し
た
の
で
、

「
若
葉
に
な
り
て
」
と
し
ま
し
た
。

旅の途中

Takashi Terada

著
者
略
歴
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エッセイ集回顧録

日
々
を
綴
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
!!

エ
ッ
セ
イ
集

「
こ
の
世
は
ち
ょ
っ
と
見
方
を
変
え
れ
ば
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

み
え
る
か
、
み
え
な
い
か
、

み
過
ご
す
か
、
気
が
つ
く
か
、

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

あ
な
た
と
歩
け
ば

松
本

　文
子

回
顧
録

■判型：135×210
■頁数：140頁
■製本：並製本
■定価1,400円+税

第
４・５
章

　
初
め
て
本
を
作
っ
た
時
は
、

素
人
の
書
い
た
も
の
に
お
金
を

払
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
な
ど

思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。

け
れ
ど
も
第
二
章
、
第
三
章
と

ひ
と
様
に
も
ら
っ
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
厚
か
ま
し
さ
の
気
持

ち
は
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

薄
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
販
売
本
な
ら
読
み
手
が
読
み

た
い
と
思
っ
た
も
の
を
選
ん
で

購
入
し
、
面
白
か
っ
た
、
期
待

外
れ
だ
っ
た
、
自
分
に
は
合
わ

な
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
で
終
わ
り
で

す
。

　
け
れ
ど
も
自
費
出
版
と
な
る

　
精
力
的
に
出
版
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
田
添
京
子
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な

状
況
を
考
え
合
わ
せ
て
、
第
４
章
、
第
5
章
は
販
売
本
と
な
さ
い
ま
し
た
。

と
、
友
人
や
知
人
に
勝
手
に

贈
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
も
の

な
の
で
、
も
ら
っ
た
側
は
読
ま

な
い
と
い
け
な
い
し
、
感
想
も

言
わ
な
き
ゃ
と
、
と
て
も
ご
負

担
を
お
か
け
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
趣
味
に
は
登
山
や
マ
ラ
ソ
ン
、

旅
行
、
家
庭
菜
園
、
花
壇
作
り

な
ど
自
己
完
結
に
近
い
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
俳
句
や
書
画
や

エ
ッ
セ
イ
な
ど
は
、
み
て
く
だ

さ
る
方
あ
っ
て
初
め
て
完
結
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
励
ま
さ
れ
、
書
き
続

け
る
日
常
を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
あ
た
り
ま
え
の
日
常
も
、
い

つ
崩
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
確

■判型：A5判
■頁数：134頁
■製本：並製本
■定価1,000円+税

■判型：A5判
■頁数：134頁
■製本：並製本
■定価1,000円+税

既刊3冊。
共感したり、勇気をもらったり…、
いずれも読み応え十分の内容です。

販
売
本
と
し
て
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
思
い
。

　
人
間
に
と
っ
て
最
大
級
の
ス
ト

レ
ス
は
「
伴
侶
の
死
」
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

中
に
は
お
互
い
の
死
を
望
み
つ
つ
、

日
々
暮
ら
し
て
い
る
組
み
合
わ
せ

も
あ
り
は
す
る
で
し
ょ
う
が
、
一

般
的
に
は
「
半
身
を
削
が
れ
た
」

よ
う
な
精
神
状
態
に
追
い
込
ま
れ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
本
書
は
、
そ
の
辛
い
体
験
を
し

た
松
本
崇
前
大
村
市
長
の
妻
、
文

子
さ
ん
の
い
わ
ば
慟
哭
の
記
で
す
。

　　
私
が
本
書
を
制
作
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
深
夜
に
か

か
っ
て
き
た
１
本
の
電
話
で
し
た
。

大
村
市
と
は
そ
れ
ま
で
縁
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
松
本
氏
の
自

伝
の
出
版
に
関
わ
ら
せ
て
頂
く
機

会
を
得
ま
し
た
。
取
材
の
た
め
に

市
長
と
は
何
度
も
お
目
に
か
か
り

ま
し
た
が
、
文
子
さ
ん
と
は
ご
挨

拶
を
す
る
程
度
で
、
直
接
お
話
し

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
お

互
い
の
電
話
番
号
を
交
換
す
る
こ

と
も
な
い
ま
ま
松
本
氏
の
死
を
迎

え
ま
し
た
。

　
文
子
さ
ん
か
ら
の
電
話
は
、
夜

の
12
時
近
く
に
か
か
っ
て
き
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
表
示
さ
れ
た

発
信
元
は
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
松

本
氏
の
携
帯
電
話
。
深
夜
に
近
い

時
間
で
も
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
な
表

現
を
す
れ
ば
、
私
は
意
を
決
し
て

電
話
に
出
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

文
子
さ
ん
は
「
林
さ
ん
！
」
と
私

の
名
を
呼
び
、
時
間
を
考
え
ず
に

電
話
し
た
非
礼
の
詫
び
を
挟
み
つ

つ
、
し
ば
ら
く
泣
き
続
け
て
い
ま

し
た
。

　
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
文
子
さ

ん
は
、
松
本
氏
が
亡
く
な
っ
た
後
、

食
べ
る
こ
と
も
眠
る
こ
と
も
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
こ
と
、
夫
を
取
り
巻
い
て
い

た
人
々
は
潮
が
引
く
よ
う
に
離
れ

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
ポ
ツ
ポ
ツ

と
語
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
眠

れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
う
ち
、
夫
の
携

帯
電
話
を
見
て
私
を
思
い
出
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
ぜ
、
私
を
思
い
出
し
た
の
か

を
、
一
度
だ
け
お
尋
ね
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
文
子
さ
ん

自
身
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
古
い
言
い
回

し
を
す
る
な
ら
、
亡
き
市
長
の
お

導
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
の
電

話
が
き
っ
か
け
で
頻
繁
に
文
子
さ

ん
か
ら
電
話
が
入
る
よ
う
に
な
り
、

本
の
制
作
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
聞
き
取
り
を
始
め
た
当
初
は
泣

い
て
い
る
時
間
の
多
か
っ
た
文
子

さ
ん
も
、
や
が
て
夫
と
の
思
い
出

を
楽
し
そ
う
に
、
時
に
辛
そ
う
に

で
は
あ
り
ま
し
た
が
客
観
的
に
話

す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
時
間
は

か
か
っ
た
も
の
の
出
版
に
こ
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
人
生
の
前
半
で
は
、
市
長

の
妻
に
な
る
な
ど
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
と
い
う
文
子
さ
ん
。
結
婚

後
、
環
境
に
馴
染
む
ま
で
に
は
壮

絶
な
努
力
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
な
が
ら
も
暮
ら

し
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
で
き
た
頃

に
訪
れ
た
夫
の
死
は
、
そ
ん
な
文

子
さ
ん
に
強
烈
な
喪
失
感
を
も
た

ら
し
、
完
膚
な
き
ま
で
に
心
身
を

痛
め
つ
け
た
の
で
す
。

　
今
ま
で
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
私
に
は
、
世
に
言
う
「
日

に
ち
薬
」
の
薬
効
を
、
初
め
て
目

の
当
た
り
に
し
た
作
品
で
し
た
。

　
大
切
な
人
を
失
っ
た
時
、
襲
っ

て
く
る
感
情
の
波
に
逆
ら
わ
ず
に

大
声
を
あ
げ
て
泣
く
こ
と
も
必
要

だ
と
は
、
あ
る
医
師
の
言
葉
。
残

さ
れ
た
人
々
を
喪
失
の
淵
か
ら
救

う
の
は
故
人
の
思
い
出
で
あ
り
、

そ
れ
を
泣
き
な
が
ら
で
も
言
葉
に

し
て
話
す
と
い
う
行
為
自
体
が

「
日
に
ち
薬
」
の
一
つ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
松
本
文
子
さ
ん
は
本
の
出
版
後
、

習
い
事
を
再
開
さ
れ
る
な
ど
前
向

き
に
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
泣
き
な
が
ら

お
話
し
く
だ
さ
っ
た
故
人
の
思
い

出
が
「
あ
な
た
と
歩
け
ば
」
と
い

う
１
冊
の
本
に
な
り
、
文
子
さ
ん

の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
も
の
と

な
っ
た
の
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し

く
、
有
り
難
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
株
）
W
A
M 

T
u
n
i
n
g

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　  

林
　
す
み
こ

「
あ
な
た
と
歩
け
ば
」
は
、
ゆ
る
り
で
お
勧
め
し
て
い
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
ま
と
め
る
方
法
で
出
版
さ
れ
た
本
で
す
。
今
回
は
、
執

筆
に
携
わ
っ
た
林
さ
ん
に
、
そ
の
時
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Kyoko Tazoe

か
な
人
生
で
す
。
明
日
は
書
け

な
い
か
も
と
思
い
な
が
ら
、
今

日
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
書
き
た
い
日
々
が
続
く

以
上
、
本
作
り
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
販
売
本
に
し
た
い
と

出
版
社
に
ご
相
談
し
た
次
第
で

す
。

Fum
iko M

atsum
oto
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日
々
を
綴
る
人
気
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リ
ー
ズ
!!

エ
ッ
セ
イ
集

「
こ
の
世
は
ち
ょ
っ
と
見
方
を
変
え
れ
ば
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

み
え
る
か
、
み
え
な
い
か
、

み
過
ご
す
か
、
気
が
つ
く
か
、

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

あ
な
た
と
歩
け
ば

松
本

　文
子

回
顧
録

■判型：135×210
■頁数：140頁
■製本：並製本
■定価1,400円+税

第
４・５
章

　
初
め
て
本
を
作
っ
た
時
は
、

素
人
の
書
い
た
も
の
に
お
金
を

払
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
な
ど

思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。

け
れ
ど
も
第
二
章
、
第
三
章
と

ひ
と
様
に
も
ら
っ
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
厚
か
ま
し
さ
の
気
持

ち
は
増
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

薄
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
販
売
本
な
ら
読
み
手
が
読
み

た
い
と
思
っ
た
も
の
を
選
ん
で

購
入
し
、
面
白
か
っ
た
、
期
待

外
れ
だ
っ
た
、
自
分
に
は
合
わ

な
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
で
終
わ
り
で

す
。

　
け
れ
ど
も
自
費
出
版
と
な
る

　
精
力
的
に
出
版
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
田
添
京
子
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な

状
況
を
考
え
合
わ
せ
て
、
第
４
章
、
第
5
章
は
販
売
本
と
な
さ
い
ま
し
た
。

と
、
友
人
や
知
人
に
勝
手
に

贈
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
も
の

な
の
で
、
も
ら
っ
た
側
は
読
ま

な
い
と
い
け
な
い
し
、
感
想
も

言
わ
な
き
ゃ
と
、
と
て
も
ご
負

担
を
お
か
け
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
趣
味
に
は
登
山
や
マ
ラ
ソ
ン
、

旅
行
、
家
庭
菜
園
、
花
壇
作
り

な
ど
自
己
完
結
に
近
い
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
俳
句
や
書
画
や

エ
ッ
セ
イ
な
ど
は
、
み
て
く
だ

さ
る
方
あ
っ
て
初
め
て
完
結
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
励
ま
さ
れ
、
書
き
続

け
る
日
常
を
与
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
あ
た
り
ま
え
の
日
常
も
、
い

つ
崩
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
確

■判型：A5判
■頁数：134頁
■製本：並製本
■定価1,000円+税

■判型：A5判
■頁数：134頁
■製本：並製本
■定価1,000円+税

既刊3冊。
共感したり、勇気をもらったり…、
いずれも読み応え十分の内容です。

販
売
本
と
し
て
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
思
い
。

　
人
間
に
と
っ
て
最
大
級
の
ス
ト

レ
ス
は
「
伴
侶
の
死
」
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

中
に
は
お
互
い
の
死
を
望
み
つ
つ
、

日
々
暮
ら
し
て
い
る
組
み
合
わ
せ

も
あ
り
は
す
る
で
し
ょ
う
が
、
一

般
的
に
は
「
半
身
を
削
が
れ
た
」

よ
う
な
精
神
状
態
に
追
い
込
ま
れ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
本
書
は
、
そ
の
辛
い
体
験
を
し

た
松
本
崇
前
大
村
市
長
の
妻
、
文

子
さ
ん
の
い
わ
ば
慟
哭
の
記
で
す
。

　　
私
が
本
書
を
制
作
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
深
夜
に
か

か
っ
て
き
た
１
本
の
電
話
で
し
た
。

大
村
市
と
は
そ
れ
ま
で
縁
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
松
本
氏
の
自

伝
の
出
版
に
関
わ
ら
せ
て
頂
く
機

会
を
得
ま
し
た
。
取
材
の
た
め
に

市
長
と
は
何
度
も
お
目
に
か
か
り

ま
し
た
が
、
文
子
さ
ん
と
は
ご
挨

拶
を
す
る
程
度
で
、
直
接
お
話
し

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
お

互
い
の
電
話
番
号
を
交
換
す
る
こ

と
も
な
い
ま
ま
松
本
氏
の
死
を
迎

え
ま
し
た
。

　
文
子
さ
ん
か
ら
の
電
話
は
、
夜

の
12
時
近
く
に
か
か
っ
て
き
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
表
示
さ
れ
た

発
信
元
は
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
松

本
氏
の
携
帯
電
話
。
深
夜
に
近
い

時
間
で
も
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
な
表

現
を
す
れ
ば
、
私
は
意
を
決
し
て

電
話
に
出
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

文
子
さ
ん
は
「
林
さ
ん
！
」
と
私

の
名
を
呼
び
、
時
間
を
考
え
ず
に

電
話
し
た
非
礼
の
詫
び
を
挟
み
つ

つ
、
し
ば
ら
く
泣
き
続
け
て
い
ま

し
た
。

　
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
文
子
さ

ん
は
、
松
本
氏
が
亡
く
な
っ
た
後
、

食
べ
る
こ
と
も
眠
る
こ
と
も
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て

い
る
こ
と
、
夫
を
取
り
巻
い
て
い

た
人
々
は
潮
が
引
く
よ
う
に
離
れ

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
ポ
ツ
ポ
ツ

と
語
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
眠

れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
う
ち
、
夫
の
携

帯
電
話
を
見
て
私
を
思
い
出
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
ぜ
、
私
を
思
い
出
し
た
の
か

を
、
一
度
だ
け
お
尋
ね
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
文
子
さ
ん

自
身
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
古
い
言
い
回

し
を
す
る
な
ら
、
亡
き
市
長
の
お

導
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
時
の
電

話
が
き
っ
か
け
で
頻
繁
に
文
子
さ

ん
か
ら
電
話
が
入
る
よ
う
に
な
り
、

本
の
制
作
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
聞
き
取
り
を
始
め
た
当
初
は
泣

い
て
い
る
時
間
の
多
か
っ
た
文
子

さ
ん
も
、
や
が
て
夫
と
の
思
い
出

を
楽
し
そ
う
に
、
時
に
辛
そ
う
に

で
は
あ
り
ま
し
た
が
客
観
的
に
話

す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
時
間
は

か
か
っ
た
も
の
の
出
版
に
こ
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
人
生
の
前
半
で
は
、
市
長

の
妻
に
な
る
な
ど
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
と
い
う
文
子
さ
ん
。
結
婚

後
、
環
境
に
馴
染
む
ま
で
に
は
壮

絶
な
努
力
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
な
が
ら
も
暮
ら

し
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
で
き
た
頃

に
訪
れ
た
夫
の
死
は
、
そ
ん
な
文

子
さ
ん
に
強
烈
な
喪
失
感
を
も
た

ら
し
、
完
膚
な
き
ま
で
に
心
身
を

痛
め
つ
け
た
の
で
す
。

　
今
ま
で
「
死
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
私
に
は
、
世
に
言
う
「
日

に
ち
薬
」
の
薬
効
を
、
初
め
て
目

の
当
た
り
に
し
た
作
品
で
し
た
。

　
大
切
な
人
を
失
っ
た
時
、
襲
っ

て
く
る
感
情
の
波
に
逆
ら
わ
ず
に

大
声
を
あ
げ
て
泣
く
こ
と
も
必
要

だ
と
は
、
あ
る
医
師
の
言
葉
。
残

さ
れ
た
人
々
を
喪
失
の
淵
か
ら
救

う
の
は
故
人
の
思
い
出
で
あ
り
、

そ
れ
を
泣
き
な
が
ら
で
も
言
葉
に

し
て
話
す
と
い
う
行
為
自
体
が

「
日
に
ち
薬
」
の
一
つ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
松
本
文
子
さ
ん
は
本
の
出
版
後
、

習
い
事
を
再
開
さ
れ
る
な
ど
前
向

き
に
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
泣
き
な
が
ら

お
話
し
く
だ
さ
っ
た
故
人
の
思
い

出
が
「
あ
な
た
と
歩
け
ば
」
と
い

う
１
冊
の
本
に
な
り
、
文
子
さ
ん

の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
も
の
と

な
っ
た
の
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し

く
、
有
り
難
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
株
）
W
A
M 

T
u
n
i
n
g

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　  

林
　
す
み
こ

「
あ
な
た
と
歩
け
ば
」
は
、
ゆ
る
り
で
お
勧
め
し
て
い
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
ま
と
め
る
方
法
で
出
版
さ
れ
た
本
で
す
。
今
回
は
、
執

筆
に
携
わ
っ
た
林
さ
ん
に
、
そ
の
時
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Kyoko Tazoe

か
な
人
生
で
す
。
明
日
は
書
け

な
い
か
も
と
思
い
な
が
ら
、
今

日
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
書
き
た
い
日
々
が
続
く

以
上
、
本
作
り
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
販
売
本
に
し
た
い
と

出
版
社
に
ご
相
談
し
た
次
第
で

す
。

Fum
iko M

atsum
oto
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追悼
今
村 

冬
三

詩
人
・
画
家

自画像　2009

「
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
か
ら
に
は
、自
分
も
何
か
残
し
た
い
も
の
だ
」

詩
集
・
評
論
8
冊
、
画
集
1
冊
。

精
力
的
に
創
作
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
今
村
冬
三
さ
ん
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春の大浦天主堂　2010

創
作
の
歩
み

Q
・
今
村
さ
ん
に
と
っ
て
本
を
出
版
す
る
魅
力
と
は
？

　「本
を
出
版
す
る
魅
力
」
と
い
う
よ
り
は
、
本
そ
の
も
の
が
好
き
な

の
で
す
。
中
身
は
も
ち
ろ
ん
、
装
幀
・
組
版
・
文
字
す
べ
て
を
ひ
っ
く

る
め
て
〝
本
〞
が
好
き
な
の
で
す
。
そ
し
て
今
一
つ
は
、
い
つ
の
間
に

か
一
冊
の
本
に
す
る
だ
け
の
作
品
が
溜
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

世
に
生
を
享
け
た
か
ら
に
は
、
自
分
も
何
か
残
し
た
い
も
の
だ
、
と
思

い
続
け
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
に
は
、や
は
り
自
分
の
表
現
活
動
を
〝
本
〞

と
し
て
ま
と
め
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
。

Q
・
様
々
な
本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
気
持
ち
は
？

　「画
集
な
ん
て
烏
滸
が
ま
し
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
」
と
い
う
至
極
も
っ

と
も
な
考
え
を
「
せ
め
て
熱
心
さ
の
軌
跡
だ
け
で
も
知
っ
て
欲
し
い
。

作
者
に
は
自
分
の
作
品
を
愛
惜
す
る
権
利
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
い
う
、

ひ
と
り
よ
が
り
の
思
い
が
、
ア
ッ
サ
リ
出
し
抜
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
人
生
の
悔
い
を
一
つ
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
仲
間
た
ち
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、「
出
会
い
の
機
会
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
」
と
喜
ば
れ
た
の
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　四
　
　
季

ふ
し
あ
わ
せ
の
次
に
来
る
の
は
し
あ
わ
せ
だ
ろ
う
か

冬
に
次
に
来
る
の
が
春
で
あ
る
よ
う
に

ま
た
別
の
ふ
し
あ
わ
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

ふ
し
あ
わ
せ
の
次
に
来
る
の
は

　
　風
船
ガ
ム

い
け
な
い

そ
ん
な
に
膨
ら
ま
せ
て
は

い
け
な
い
ん
だ

幸
福
は

　
　責
　
　
任

責
任

と
は
泥

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
　ア
リ
ス
ト
テ
レ
っ
さ
ん
が
言
っ
た

か
　ど
う
か
は
知
ら
な
い
が

責
任
を
問
う

と
は
泥
を
な
す
り
つ
け
る
こ
と
で
あ
る

泥
仕
合
で
あ
る

今
年
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に

た
く
さ
ん
の
お
え
ら
い
さ
ん
が

そ
の
定
義
の
正
し
さ
を

証
し
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　詩
集
「
の
の
し
り
日
和
」
よ
り

　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
熊
本
生
ま
れ
。
幼
少

期
を
中
国
（
大
連
・
奉
天
）
で
過
ご
し
、
昭
和
十

八
年
（
一
九
四
三
）
熊
本
に
帰
り
、
昭
和
二
十
七

年
二
十
四
歳
の
時
か
ら
長
崎
に
居
住
。詩
誌「
炮
氓
」、

「
子
午
線
」
な
ど
に
所
属
し
詩
作
に
励
ま
れ
、
第
一

詩
集
「
鈍
行
」（
昭
和
五
十
二
年
）、第
二
詩
集
「
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
ー
の
上
の
も
の
思
い
」（
昭
和
六
十
二

年
）
を
出
版
。

　
若
い
頃
か
ら
、
詩
人
で
は
吉
野
弘
、
谷
川
俊
太
郎
、

村
野
四
郎
を
、
評
論
・
思
想
で
は
小
林
秀
雄
、
大

岡
昇
平
、
吉
本
隆
明
な
ど
を
好
ん
で
読
ま
れ
、
特

に
小
林
秀
雄
に
は
傾
注
し
、
文
体
ま
で
真
似
す
る

ほ
ど
彼
の
文
章
に
陶
酔
し
た
頃
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
論
考
幻
影
解
「
大
東
亜
戦
争
」
―
戦
争
に
向
き

合
わ
さ
れ
た
詩
人
た
ち
―
（
平
成
元
年
）
は
、
東

京
の
神
田
へ
ま
で
資
料
を
探
し
集
め
る
な
ど
し
て

ま
と
め
た
入
魂
の
作
品
で
、
丸
山
真
男
氏
、
鶴
見

俊
輔
氏
よ
り
評
価
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

詩
作
と
と
も
に
評
論
「
吉
野
弘
の
詩
想
」（
平
成
十

一
年
）、「
ひ
と
り
よ
が
り
の
詩
人
論
」（
平
成
二
十

五
年
）
と
、
思
索
は
年
と
と
も
に
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　
七
十
歳
を
越
え
た
頃
、
そ
れ
ま
で
は
言
葉
以
上

に
表
現
で
き
る
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、造
形
的
な
表
現
に
新
た
な
世
界
を
見
出
し
、

画
集
「
今
村
冬
三
作
品
集
」（
平
成
二
十
五
年
）
を

出
版
。
さ
ら
に
続
け
て
詩
集
「
の
の
し
り
日
和
」

を
出
版
と
、
飽
く
な
き
探
求
を
続
け
ま
し
た
。

論考
幻影解「大東亜戦争」
戦争に向き合わされた詩人たち
平成元（1989）年
葦書房／2,700円

第二詩集
「ヘルスメーターの
上のもの思い」
昭和62（1987）年
子午線社／2,500円

第一詩集
「鈍行」

昭和52（1977）年
炮氓社（絶版）

句集
「翡翠螳螂」
平成19（2007）年
今村燁子作　発行人 今村冬三（美千典）
ゆるり書房／非売品

評論
「吉野弘の詩想」

平成11（1999）年
沖積社／2,160円

第三詩集
「二進法」

平成11（1999）年
沖積社／2,700円

詩集
「ののしり日和」

平成27（2015）年
ゆるり書房

画集
「今村冬三作品集」

平成25（2013）年
ゆるり書房（絶版）

評論
「ひとりよがりの
詩人論」
平成25（2013）年
ゆるり書房／3,500円

在
り
し
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

時過ぎてー父の像　2009

「僕は（好奇心旺盛なのか）人生で退屈したことがない。
  退屈と思ったことがない ――」

Fuyuzo Im
am

ura
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追悼
今
村 

冬
三

詩
人
・
画
家

自画像　2009

「
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
か
ら
に
は
、自
分
も
何
か
残
し
た
い
も
の
だ
」

詩
集
・
評
論
8
冊
、
画
集
1
冊
。

精
力
的
に
創
作
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
今
村
冬
三
さ
ん
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春の大浦天主堂　2010

創
作
の
歩
み

Q
・
今
村
さ
ん
に
と
っ
て
本
を
出
版
す
る
魅
力
と
は
？

　「本
を
出
版
す
る
魅
力
」
と
い
う
よ
り
は
、
本
そ
の
も
の
が
好
き
な

の
で
す
。
中
身
は
も
ち
ろ
ん
、
装
幀
・
組
版
・
文
字
す
べ
て
を
ひ
っ
く

る
め
て
〝
本
〞
が
好
き
な
の
で
す
。
そ
し
て
今
一
つ
は
、
い
つ
の
間
に

か
一
冊
の
本
に
す
る
だ
け
の
作
品
が
溜
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

世
に
生
を
享
け
た
か
ら
に
は
、
自
分
も
何
か
残
し
た
い
も
の
だ
、
と
思

い
続
け
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
に
は
、や
は
り
自
分
の
表
現
活
動
を
〝
本
〞

と
し
て
ま
と
め
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
。

Q
・
様
々
な
本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
気
持
ち
は
？

　「画
集
な
ん
て
烏
滸
が
ま
し
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
」
と
い
う
至
極
も
っ

と
も
な
考
え
を
「
せ
め
て
熱
心
さ
の
軌
跡
だ
け
で
も
知
っ
て
欲
し
い
。

作
者
に
は
自
分
の
作
品
を
愛
惜
す
る
権
利
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
い
う
、

ひ
と
り
よ
が
り
の
思
い
が
、
ア
ッ
サ
リ
出
し
抜
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
人
生
の
悔
い
を
一
つ
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
仲
間
た
ち
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、「
出
会
い
の
機
会
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
」
と
喜
ば
れ
た
の
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　四
　
　
季

ふ
し
あ
わ
せ
の
次
に
来
る
の
は
し
あ
わ
せ
だ
ろ
う
か

冬
に
次
に
来
る
の
が
春
で
あ
る
よ
う
に

ま
た
別
の
ふ
し
あ
わ
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

ふ
し
あ
わ
せ
の
次
に
来
る
の
は

　
　風
船
ガ
ム

い
け
な
い

そ
ん
な
に
膨
ら
ま
せ
て
は

い
け
な
い
ん
だ

幸
福
は

　
　責
　
　
任

責
任

と
は
泥

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
　ア
リ
ス
ト
テ
レ
っ
さ
ん
が
言
っ
た

か
　ど
う
か
は
知
ら
な
い
が

責
任
を
問
う

と
は
泥
を
な
す
り
つ
け
る
こ
と
で
あ
る

泥
仕
合
で
あ
る

今
年
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に

た
く
さ
ん
の
お
え
ら
い
さ
ん
が

そ
の
定
義
の
正
し
さ
を

証
し
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　詩
集
「
の
の
し
り
日
和
」
よ
り

　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
熊
本
生
ま
れ
。
幼
少

期
を
中
国
（
大
連
・
奉
天
）
で
過
ご
し
、
昭
和
十

八
年
（
一
九
四
三
）
熊
本
に
帰
り
、
昭
和
二
十
七

年
二
十
四
歳
の
時
か
ら
長
崎
に
居
住
。詩
誌「
炮
氓
」、

「
子
午
線
」
な
ど
に
所
属
し
詩
作
に
励
ま
れ
、
第
一

詩
集
「
鈍
行
」（
昭
和
五
十
二
年
）、第
二
詩
集
「
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
ー
の
上
の
も
の
思
い
」（
昭
和
六
十
二

年
）
を
出
版
。

　
若
い
頃
か
ら
、
詩
人
で
は
吉
野
弘
、
谷
川
俊
太
郎
、

村
野
四
郎
を
、
評
論
・
思
想
で
は
小
林
秀
雄
、
大

岡
昇
平
、
吉
本
隆
明
な
ど
を
好
ん
で
読
ま
れ
、
特

に
小
林
秀
雄
に
は
傾
注
し
、
文
体
ま
で
真
似
す
る

ほ
ど
彼
の
文
章
に
陶
酔
し
た
頃
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
論
考
幻
影
解
「
大
東
亜
戦
争
」
―
戦
争
に
向
き

合
わ
さ
れ
た
詩
人
た
ち
―
（
平
成
元
年
）
は
、
東

京
の
神
田
へ
ま
で
資
料
を
探
し
集
め
る
な
ど
し
て

ま
と
め
た
入
魂
の
作
品
で
、
丸
山
真
男
氏
、
鶴
見

俊
輔
氏
よ
り
評
価
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

詩
作
と
と
も
に
評
論
「
吉
野
弘
の
詩
想
」（
平
成
十

一
年
）、「
ひ
と
り
よ
が
り
の
詩
人
論
」（
平
成
二
十

五
年
）
と
、
思
索
は
年
と
と
も
に
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　
七
十
歳
を
越
え
た
頃
、
そ
れ
ま
で
は
言
葉
以
上

に
表
現
で
き
る
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、造
形
的
な
表
現
に
新
た
な
世
界
を
見
出
し
、

画
集
「
今
村
冬
三
作
品
集
」（
平
成
二
十
五
年
）
を

出
版
。
さ
ら
に
続
け
て
詩
集
「
の
の
し
り
日
和
」

を
出
版
と
、
飽
く
な
き
探
求
を
続
け
ま
し
た
。

論考
幻影解「大東亜戦争」
戦争に向き合わされた詩人たち
平成元（1989）年
葦書房／2,700円

第二詩集
「ヘルスメーターの
上のもの思い」
昭和62（1987）年
子午線社／2,500円

第一詩集
「鈍行」

昭和52（1977）年
炮氓社（絶版）

句集
「翡翠螳螂」
平成19（2007）年
今村燁子作　発行人 今村冬三（美千典）
ゆるり書房／非売品

評論
「吉野弘の詩想」

平成11（1999）年
沖積社／2,160円

第三詩集
「二進法」

平成11（1999）年
沖積社／2,700円

詩集
「ののしり日和」

平成27（2015）年
ゆるり書房

画集
「今村冬三作品集」

平成25（2013）年
ゆるり書房（絶版）

評論
「ひとりよがりの
詩人論」
平成25（2013）年
ゆるり書房／3,500円

在
り
し
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

時過ぎてー父の像　2009

「僕は（好奇心旺盛なのか）人生で退屈したことがない。
  退屈と思ったことがない ――」

Fuyuzo Im
am

ura
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もっと詳しく
知りたい方は、
ゆるりへ

ご相談ください！

ご依頼主の「想い」を十分に聞き取ることからスタート
します。プレミアム自分史制作の流れをご説明します。
ご依頼の内容に沿った仕様書（企画書・概算見積り・
スケジュール）を準備します。

初回訪問時に聞き取りしました内容の仕様書を
ご提示、ご説明し、ご了承によりご契約となります。
ご契約後、詳細なスケジュールの打ち合わせを
いたします。

例：自分史
祖父母、両親のことから出生までのインタビュー
幼少時代から小中学校時代までインタビュー
高校・大学から就職前までインタビュー
青春期、社会人20代までインタビュー
壮 年 期 、3 0 代・4 0 代までインタビュー
熟 年 期 、5 0 代・6 0 代までインタビュー
70代から現在　今を思うインタビュー
半生を振り返り、次世代へ託したいことの
インタビュー
専門・趣味・特技等に関するインタビュー
近親者の方へのインタビュー等

インタビューをもとに、ライターが執筆いたします。イン
タビューに加え、時代背景や地域の情報などを盛り込
むことによって、奥行きをもたせ、深みのある文章に仕
上げます。

細かな内容が間違っていないかどうかを刷り上がった
校正用の原稿をもとに、お客様に確認、修正をいただ
きます。文章の追加や変更、削除もご希望に沿って
行います。

校正を確認していただき、修正点がなくなった時点で
校了（校正の終わり）となります。その後、印刷・
製本作業となります。なお、印刷・製本には約1カ月か
かります。

本が完成しましたら、弊社の担当者からご連絡いたし
ます。その時を心待ちにしていてください。

本文校了時（文章が完成する）までに半金を、印刷・製
本納品前までに半金をお支払いいただきます。

※全体の流れの中で10回相当に調整します。
※途中カメラマンによる撮影が入ります。

● サイズ（四六判、A5判、B5判）
● 本文の総ページ数
● 写真の点数
● モノクロ印刷、カラー印刷
● 製本（ハード・ソフトカバー）
● 発行したい部数
　 などの決定が必要です。

● インタビュー10回
　 （1回につき60分～70分）
● 希望に応じて
　 （5回×120分～130分）

事前に資料がございましたら
ご提供をお願いします。

あなたの足跡を
本にしてみませんか？

１ 回 目

2 回 目

3 回 目

4 回 目

5 回 目

6 回 目

7 回 目

8 回 目

9 回 目

1 0 回目

代々伝わる

貴重な歴史を

一族史として

まとめておきたい…

苦難の経営史を

子や孫に

伝え残したいと

思っている…

自伝を書き記し、

感謝の気持ちを

皆さんに伝えたい…

数回のインタビューにお答えいただく
だけで、本が仕上がります。

すべてプロが対応させていただきます
ので、手間がかかりません。

読んでいただきたい方々が読みやすい
ようにお作りいたします。

冷静な視点で制作しますので、本としての
クオリティが高まります。

ご希望のお届け先に正確にお届けします。

ここが違
う！

自
費
出
版
サ
ロ
ン
ゆ
る
り
限
定
企
画

あ
な
た
の
人
生
を
、世
界
に
た
だ
一つ
の
物
語
に
。

あ
な
た
の
人
生
を
、世
界
に
た
だ
一つ
の
物
語
に
。
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もっと詳しく
知りたい方は、
ゆるりへ

ご相談ください！

ご依頼主の「想い」を十分に聞き取ることからスタート
します。プレミアム自分史制作の流れをご説明します。
ご依頼の内容に沿った仕様書（企画書・概算見積り・
スケジュール）を準備します。

初回訪問時に聞き取りしました内容の仕様書を
ご提示、ご説明し、ご了承によりご契約となります。
ご契約後、詳細なスケジュールの打ち合わせを
いたします。

例：自分史
祖父母、両親のことから出生までのインタビュー
幼少時代から小中学校時代までインタビュー
高校・大学から就職前までインタビュー
青春期、社会人20代までインタビュー
壮 年 期 、3 0 代・4 0 代までインタビュー
熟 年 期 、5 0 代・6 0 代までインタビュー
70代から現在　今を思うインタビュー
半生を振り返り、次世代へ託したいことの
インタビュー
専門・趣味・特技等に関するインタビュー
近親者の方へのインタビュー等

インタビューをもとに、ライターが執筆いたします。イン
タビューに加え、時代背景や地域の情報などを盛り込
むことによって、奥行きをもたせ、深みのある文章に仕
上げます。

細かな内容が間違っていないかどうかを刷り上がった
校正用の原稿をもとに、お客様に確認、修正をいただ
きます。文章の追加や変更、削除もご希望に沿って
行います。

校正を確認していただき、修正点がなくなった時点で
校了（校正の終わり）となります。その後、印刷・
製本作業となります。なお、印刷・製本には約1カ月か
かります。

本が完成しましたら、弊社の担当者からご連絡いたし
ます。その時を心待ちにしていてください。

本文校了時（文章が完成する）までに半金を、印刷・製
本納品前までに半金をお支払いいただきます。

※全体の流れの中で10回相当に調整します。
※途中カメラマンによる撮影が入ります。

● サイズ（四六判、A5判、B5判）
● 本文の総ページ数
● 写真の点数
● モノクロ印刷、カラー印刷
● 製本（ハード・ソフトカバー）
● 発行したい部数
　 などの決定が必要です。

● インタビュー10回
　 （1回につき60分～70分）
● 希望に応じて
　 （5回×120分～130分）

事前に資料がございましたら
ご提供をお願いします。

あなたの足跡を
本にしてみませんか？

１ 回 目

2 回 目

3 回 目

4 回 目

5 回 目

6 回 目

7 回 目

8 回 目

9 回 目

1 0 回目

代々伝わる

貴重な歴史を

一族史として

まとめておきたい…

苦難の経営史を

子や孫に

伝え残したいと

思っている…

自伝を書き記し、

感謝の気持ちを

皆さんに伝えたい…

数回のインタビューにお答えいただく
だけで、本が仕上がります。

すべてプロが対応させていただきます
ので、手間がかかりません。

読んでいただきたい方々が読みやすい
ようにお作りいたします。

冷静な視点で制作しますので、本としての
クオリティが高まります。

ご希望のお届け先に正確にお届けします。

ここが違
う！

自
費
出
版
サ
ロ
ン
ゆ
る
り
限
定
企
画

あ
な
た
の
人
生
を
、世
界
に
た
だ
一つ
の
物
語
に
。

あ
な
た
の
人
生
を
、世
界
に
た
だ
一つ
の
物
語
に
。
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Yururi 37｜14

新 刊 紹介
雲仙普賢岳噴火回想録
作者　太田一也

●判型：Ｂ5
●頁数：436頁
●製本：上製本
●定価：10,000円＋税

判決の真相　長崎地方裁判所は
国民の財産・生命・憲法を守れるか
作者　熊谷悟郎

●判型：Ｂ5
●頁数：70頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

歌集　風待ち草子
作者　前田靖子

●判型：四六判
●製本：上製本
●定価：非売品あ

す
な
ろ
社

あすなろ社

前田靖子様　歌集　カバー　CMYK　立山　平 背幅 19 ミリ（決＊平島）

受動から能動へ
私なりのオピニオン
作者　渕　政子

●判型：Ｂ5
●頁数：334頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

平成30年版　見えないものを伝える
諏訪神事　長崎くんち取材記録
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：190頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：1,000円＋税

取
材
記
録

平
成
30
年
版

諏
訪
神
事

平成30年　長崎市立山の伝統行事
～諏訪神事上神輿守と精霊流し～
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：170頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：1,000円＋税

平
成
30
年

〜
諏
訪
神
事
神
輿
守
と
精
霊
流
し
〜

長
崎
市
立
山
の

伝
統
行
事

改訂版　諏訪神事　長崎くんちのしくみ
～変わらないように変わるために～
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：208頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：1,000円＋税

諏
訪
神
事

諏
訪
神
事

長
崎
く
ん
ち
の
し
く
み

長
崎
く
ん
ち
の
し
く
み

〜
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
変
わ
る
た
め
に
〜

〜
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
変
わ
る
た
め
に
〜

土
肥
原
弘
久

改
訂
版

LNG・LH2の超低温冷熱利用システム
‒No waste energy system‒
作者　古林義弘

●判型：Ｂ5判
●頁数：226頁
●製本：並製本
●定価：3,500円＋税

妻は人生の戦友
作者　江口政行・喜代子

●判型：Ｂ5判
●頁数：92頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

戊辰戦争　長崎振遠隊　奥羽へ
作者　守田　孝

●判型：Ａ5判
●頁数：100頁
●製本：並製本
●定価：非売品

一卵性双生児が辿った双つの軌跡
作者　指山満治

●判型：Ａ4
●頁数：94頁
●製本：並製本
●定価：非売品

追憶の栞
作者　勝盛　章

●判型：Ａ5判
●頁数：302頁
●製本：並製本
●定価：非売品

追
憶
の
栞

ゆるり書房

勝
盛

　章

あなたの想いを本にしませんか
『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を囲むように、
皆さんで集まっていただける空間に・・・
との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、ゆっくりゆるりと、
本づくり談義に花を咲かせてみてはいかがですか。

眼鏡橋眼鏡橋めがね橋

中央橋
交差点
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●音声読み上げもできる。

上のQRコードより無料アプリ「Catalog Pocket」を
インストールし、「ゆるり」で検索！！ 

情報誌「ゆるり」は
カタログポケット機能付き
カタログポケットとは？

※音声読み上げにはアプリのインストールが必要です。
　PCブラウザは音声読み上げには対応しておりません。

スマホで読める「ゆるり」　デジタルブック配信開始！
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新 刊 紹介
雲仙普賢岳噴火回想録
作者　太田一也

●判型：Ｂ5
●頁数：436頁
●製本：上製本
●定価：10,000円＋税

判決の真相　長崎地方裁判所は
国民の財産・生命・憲法を守れるか
作者　熊谷悟郎

●判型：Ｂ5
●頁数：70頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

歌集　風待ち草子
作者　前田靖子

●判型：四六判
●製本：上製本
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前田靖子様　歌集　カバー　CMYK　立山　平 背幅 19 ミリ（決＊平島）

受動から能動へ
私なりのオピニオン
作者　渕　政子

●判型：Ｂ5
●頁数：334頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

平成30年版　見えないものを伝える
諏訪神事　長崎くんち取材記録
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：190頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：1,000円＋税
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平成30年　長崎市立山の伝統行事
～諏訪神事上神輿守と精霊流し～
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：170頁
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改訂版　諏訪神事　長崎くんちのしくみ
～変わらないように変わるために～
作者　土肥原弘久

●判型：Ａ5判
●頁数：208頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：1,000円＋税
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LNG・LH2の超低温冷熱利用システム
‒No waste energy system‒
作者　古林義弘

●判型：Ｂ5判
●頁数：226頁
●製本：並製本
●定価：3,500円＋税

妻は人生の戦友
作者　江口政行・喜代子

●判型：Ｂ5判
●頁数：92頁
●製本：ガンダレ製本
●定価：非売品

戊辰戦争　長崎振遠隊　奥羽へ
作者　守田　孝

●判型：Ａ5判
●頁数：100頁
●製本：並製本
●定価：非売品

一卵性双生児が辿った双つの軌跡
作者　指山満治

●判型：Ａ4
●頁数：94頁
●製本：並製本
●定価：非売品

追憶の栞
作者　勝盛　章

●判型：Ａ5判
●頁数：302頁
●製本：並製本
●定価：非売品

追
憶
の
栞

ゆるり書房

勝
盛

　章

あなたの想いを本にしませんか
『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を囲むように、
皆さんで集まっていただける空間に・・・
との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、ゆっくりゆるりと、
本づくり談義に花を咲かせてみてはいかがですか。
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ゆるり宛にハガキにて
お申込みください

自分史のススメ
5名の方へ
プレゼント！！

●スマホ、タブレットで読める。
●文字サイズを調整できる。
●音声読み上げもできる。

上のQRコードより無料アプリ「Catalog Pocket」を
インストールし、「ゆるり」で検索！！ 

情報誌「ゆるり」は
カタログポケット機能付き
カタログポケットとは？

※音声読み上げにはアプリのインストールが必要です。
　PCブラウザは音声読み上げには対応しておりません。

スマホで読める「ゆるり」　デジタルブック配信開始！
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自費出版サロンゆるり TEL：095‐828‐1790
「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ施設に無料で配布しています。

■大浦天主堂　長崎市南山手　2018年7月　世界文化遺産登録「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
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長崎と天草地方の
潜伏キリシタン
関連遺産

構成資産位置図

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産インフォメーションセンター

【所在地】 長崎県長崎市出島町1-1-205 （出島ワーフ2F）

【メール】 ｃｈ-info@kyoukaigun.jp　【ホームページ】 http://kyoukaigun.jp/  
095-823-7650（9：30～17：30）

教会群インフォメーションセンター 検索検索

野崎島の集落跡
（旧野首教会） 黒島の集落

（黒島天主堂）

平戸の聖地と集落（中江ノ島）
平戸市 松浦市

佐世保市

西海市

諫早市長崎市

雲仙市

島原市

南島原市

平戸の聖地と
集落（春日集落と安満岳）

頭ヶ島の集落
（頭ヶ島天主堂）

原城跡

外海の出津集落
（出津教会）

大浦天主堂

外海の
大野集落
（大野教会）

奈留島の江上集落
（江上天主堂とその周辺）

天草の﨑津集落
（﨑津教会）

久賀島の集落
（旧五輪教会）

長崎県

熊本県

佐賀県

五島市

天草市

大村市

出津教会

大野教会
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日本におけるキリスト教は、1549年の伝来と繁栄、長期にわたる
禁教と潜伏、劇的な復活という注目すべき経過をたどりました。
こうした歴史を人類の遺産として残すべく、2008年にユネスコの
世界遺産文化遺産暫定一覧表に「長崎の教会群とキリスト教
関連遺産」として掲載されました。その後、専門機関の意見など
を反映して「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」と名
称を変更し、2018年に正式登録されました。全12資産の中に、
国宝大浦天主堂をはじめ長崎大司教区の8教会（廃止2教会を
含む）が構成資産として含まれています。

野崎島の集落跡
（旧野首教会）

頭ヶ島の集落
（頭ヶ島天主堂）
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